
５年１・２学期 夏休みにやってみよう

大題材名 ( 全３時間 )夏 休 み に や っ て み よ う

・１学期の学習を生かし，家族に簡単な食事を整えたり，衣服の手入れをしたりするなど，進んで実践しようと意欲をもつ
ね ら い ことができる。

・自分と家族とのかかわりを考え，家庭生活をよりよくしようと工夫できる。
・実践計画をもとに，実践することができる。
・家族の喜びの気持ちがわかることから，人とかかわるよさがわかる。

小題材 内容 ね ら い 学 習 活 動 配 慮 事 項時間

夏休みの実践計画を立 ○夏休みに家庭で実践しようと考えていることを交流 評：家族に簡単な食事を作ったり，衣
て，進んで実践していく しよう。 服の手入れを進んで実践してみよ
意欲をもつことができる ・１学期学習したことを振り返る。 うと意欲をもつことができる。。

実 １ 夏休みの ・家族との触れ合いのもち方の工夫する。 （創・関）
， 。践 ・ 実践計画 ・夏休み家庭で実践できることを工夫し 交流する

計 ２ を立てよ 家族との触れ合いのも 方：実践カード
画 う ち方を工夫し、実践計画 ○実践計画を立てよう。 （願いを持って、製作手順を考えた

を立てることができる。 ・実践カードに具体的に計画を記入する。 計画を立てることができている ）。

夏
休 家庭で実践する。
み

夏休みの実践計画をも ○夏休みに家庭で実践できたことを交流しよう。 評：家族をはじめ人とかかわるよさを
とに，実践できたことを ・家族との触れ合いのもち方で工夫できたことを交 生かして，自分から進んで実践し

実 夏休みに 交流し，２学期への意欲 流する。 ようとする （関）。
践 実践でき をもつことができる。 ・家庭で実践した時の家族の喜びの声や助言を交流
交 ３ たことを する。 方：作品や発表内容
流 交流しよ （願いを持って実践し、触れ合いの

う ○家族とのかかわりのよさをまとめよう。 よさを実感することができた ）。

○家族で触れ合うことを大切にしよう。
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